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第 1行「きょうはぼうやが かぜひいて」に 2小節、
第 2行の「のきにさびしい うばぐるま」に 2小節
をあたえて、同じ動機の反復による小楽節を構成し
ている。また、第 3曲の「風の子供」では、七五調
の第 1行「かぜのこどもが やまへでて」に 4小節、
第 2行の「つりがねそうを ふきました」に 4小節
をあたえて、ほぼ同じ小楽節の反復による大楽節を
構成している。この小楽節構成や大楽節構成の核に

































































第 3曲「沙上」の第 4行～第 6行の「はねしろく






る。第 7行～第 8行の「そらみみの そらにはあら
ず /そのこえの ありとしもなく」では、五音句に
3/4拍子の 1小節、七音句に 4/4拍子の 1小節をあ
てる「1＋1」の構成。すべて強拍開始の 1小節形で
歌わせる。第 4行～第 6行の歌も、第 7行～第 8行
の歌も、動機は短いが、ここでも、強拍音の存在と
その規則的な反復が、動機としてのまとまりを明確































































調（g moll）の属 7和音だが、「たれ」では、Es dur
 





















es」の短 7和音で歌わせたあとに、「ばしゃ」を F dur
属音上で開始し、全く違う表情に変える。第 1拍の
「ば」は g音。予想される音は、c mollか Es durの






音が多用される。属 7和音、短 7和音、長 7和音、















がみみは」は、「fis dis cis」の下行 3音を歌うが、そ
れは E durの属 9の和音の「h dis fis a cis」の構成
音にすべて含まれる。「あさゆうに」の「fis dis fis a
 




ば、第 3曲「沙上」の第 5行「ひとむれの ちどり
はかなた」は、「cis dis fis a」の 4音を歌うが、それ
らはすべて、E durの半減 7和音、つまり、属 9和音
の根音省略形「dis fis a cis」の構成音である。第 2
曲「蝉」の第 2行「こぞありし そこのかきねに」














とする。第 2曲「蝉」の第 6行「こぞのなつ かよ
いしこみち」は、A durの半減 7和音の第 5音（h）
で歌い終わるが、第 7行の「せみもまた」は G dur
の属 9和音の第 7音（c）や第 9音（e）を歌う。歌





むれの ちどりはかなた」を半減 7和音（dis fis a
 
cis）上で歌い始め、第 5音（a）で歌い終わろうとす
るが、さいごの第 3拍で b音に半音上行し、「cis e g
 
b」の減 7和音の第 9音に変えてしまう。これは異名
同音的に f mollの減 7和音と同義だから、第 6行の
9中田喜直の「海四章」のリズムの構造
「たそがれに まぎれてなけり」は、強拍から、
f mollで歌い出す。先行和音の「dis fis a cis」は、

















第 1曲「馬車」 Andante ♪＝108
第 2曲「蝉」 Andante ＝72位
第 3曲「沙上」 Andantino ＝108
















































らみみの そらにはあらず」（第 7行）で始まる第 3
節には1度進行が多い。五音句は、8分音符の
「3/4♪♪♪♪ 」のリズムで歌わせるが、5音
中 5音か 4音が 1度進行である。第 4曲「わが耳は」
は、さいごの「わがよふりゆく」の「ふりゆく」以
外、1度進行はほとんどない。そのかわり、同じ音を
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長く延ばす保持音を多用し、また、旋律全体として、
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